
 

 

 

 

 

 

 

薬物乱用防止教室 

 １月３１日 金曜日。豊川警察から講師をお招きして、薬物乱用防止教室が開かれました。５年生と６

年生が講師の方から覚せい剤などの違法な薬物の危険性や不法薬物使用に関する現状などを教えていただ

きました。会の最後には動画を視聴し、薬物が人体に及ぼす影響の怖さに身震いがした子もいたようで

す。興味本位で薬物に近づかないことの重要性を再確認することができました。 

第２回学校保健委員会 

 ２月５日 水曜日。参加者は教職員と児童代表の児童会会長、児童会健康委員。そして主任児童委員さ

んとＰＴＡ保健厚生部の皆さん。会の最初には１年間の一東小の保健や健康に関する活動報告がされ、

「自分で守ろう！大切な歯~～フッ化物洗口を知ろう～」をテーマに集会形式で行われた第１回学校保健

員会や児童健康委員会の取り組み、いきいき生活チェック等について報告されました。そのあとは、健康

に関するグループ討議。ＰＴＡの皆さんは勿論、子どもたちも熱心に意見を出し合いました。各グループ

の発表の時間では、「質の良い睡眠をとるために寝る３０分前にはスマホやゲーム等をしないように毎ル

ールをつくっている」など貴重な意見も聞かれました。子どもも大人も一人一人が真剣に健康について考

えることができ、とても有意義な会になりました。 

入学説明会 

 ２月６日 木曜日。来年度入学予定のお子さんの保護者の皆さんにご来校いただき、入学説明会が行わ

れました。学校側からは、４月までにしていただきたい準備や自宅で練習しておくと良いことなどを具体

的にご説明いたしました。保護者の皆さんが大変熱心に学校側の説明を聞いていただき、とてもありがた

かったです。ありがとうございました。ご質問等がありましたら、ご遠慮なさらずに、学校にお問い合わ

せください。今後もよろしくお願いします。新入生の皆さん。一宮東部小学校のお兄さんやお姉さん、先

生たちは皆さんの入学を心待ちにしています。私達もしっかりと準備をしていますから、安心して入学式

に来てください。皆さんと会える日を楽しみに待っていますよ。 

バスケットボール交流会 

 ２月１２日 火曜日。プロバスケットボールチーム、三遠ネオフェニックスさんにご協力いただき、１

時間目に５年生、２時間目に６年生がバスケ交流会に参加しました。当日は元プロ選手で現在アンバサダ

ーとしてバスケの普及推進のためにご活躍中の方々にご来校いただきました。会の最初はアンバサダーさ

んがプロスポーツ選手の経験をもとに、子どもたちに将来成功するには何を大切にするべきか等を話して

いただきました。その後は、いよいよシュート練習、そしてアンバサダーさんとのゲーム練習です。最初

は少し緊張していた子どもたちもアンバサダーさんの軽妙なトークのおかげで、徐々に笑顔が見られるよ

うになりました。ゲーム練習では、相手は１人とはいえ身長２メートルを超える元プロ選手に対して、

５，６人でのチームで対抗です。ドリブルなしの特別ルールといはいうものの子どもたちは真剣そのも

の。見ている級友からも「惜し～い」とか「頑張れ～っ」という声が自然に沸き上がります。そして待望

のゴールがきまった時には体育館が歓声と拍手に包まれま、ゴールをゲットした子の笑顔がはじけまし

た。 

 今回の交流会でバスケットボールの面白さに初めて触れた子も多かったと思います。関係者の皆様、一
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東小の子どもたちに貴重な体験をさせていただき、本当にありがとうございました。 

 

 

【校長より】 

○早いもので、もう２月も下旬となりました。音楽室から「旅立ちの日に」が聞こえてきます。６年生は

証書授与の動作の練習を始めました。３月１９日の卒業式が近づいてきます。卒業する６年生は勿論、見

送る５年生もきっと素晴らしい姿を見せてくれるはずです。間違いなく良い式になると思います。保護者

の皆様、地域の皆様、ご支援のほど、よろしくお願いします。 

 

〇本校でも少しずつ次年度に向けて準備が進んでおります。保護者の皆様には、できるだけ早く予定等を

お知らせしたいと思います。まなびポケットの配信による連絡が中心となります。メッセージのご確認を

よろしくお願いいたします。 

「ポストさんから」 

一東小の南校舎前には７０年くらい前につくられた昔の郵便ポストが置かれています。もちろん、

現在使用されているわけではありませんが、一東小の子たちをずっと見守ってくれています。そんな

郵便ポストが見た（と思われる）一東小の子どもたちの何気ない様子をお伝えしたいと思います。 

 

 つい先日、地域の方からご連絡をいただきました。「通学路にある林の木

の枝が道に伸びていました。万が一、登下校中の子どもらに当たったら大変な

ので、地域の人たちが声を掛け合って伐採しました。もう大丈夫です。」との

こと。一東小の子どもたちはこんな地域の方々の優しさに支えられています。 

 

ある日の昼休み。校長先生が運動場で遊ぶ子どもたちを眺めていると男の子

がやってきて言いました。「校長先生、僕は学校だよりの「ポストさんから」を読むのが好きです。

いつか僕のことも書かれないかな。」校長先生は子どもたちの中にも読者がいたのだとびっくりする

とともに、とても嬉しい気持ちになりました。 


